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い
ま
、
地
方
自
治
体
に
働
く
臨
時
・
非
常
勤
職
員
は
全
国
で
65
万
人
を
超
え
、
そ

の
働
き
な
し
に
自
治
体
行
政
は
一
日
も
運
営
で
き
な
い
。
臨
時
・
非
常
勤
職
員
は
何

年
も
恒
常
的
な
公
務
の
仕
事
に
つ
き
な
が
ら
、
正
規
職
員
と
大
き
な
格
差
の
あ
る
労

働
条
件
の
下
で
働
い
て
い
る
。
２
０
２
０
年
度
か
ら
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
が
、

地
方
自
治
法
・
地
方
公
務
員
法
改
正
で
設
け
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
会
計
年
度
を
超
え

な
い
範
囲
で
置
か
れ
る
非
常
勤
職
員
と
な
り
、
任
期
は
最
長
１
年
、
再
度
の
任
用
は

可
能
だ
が
、
任
用
す
る
か
否
か
は
自
治
体
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
る
。 

地
方
公
務
員
法
は
、
本
来
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
安
定
性
と
質
を
確
保
す
る
た
め

「
公
務
は
任
期
の
定
め
の
な
い
常
勤
職
員
が
中
心
と
な
っ
て
担
う
」
と
い
う
「
無
期

限
任
用
の
原
則
」
を
定
め
て
い
る
。
今
回
の
法
改
正
を
審
議
し
た
国
会
で
も
、
常
勤

職
員
と
同
様
の
業
務
を
行
う
職
が
あ
っ
た
場
合
、
会
計
年
度
任
用
職
員
を
含
む
非
常

勤
職
員
制
度
で
は
な
く
、
常
勤
職
員
や
任
期
付
職
員
（
複
数
年
契
約
）
の
活
用
の
検

討
を
求
め
て
い
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

公
務
員
に
対
し
６
月
と
12
月
に
支
給
さ
れ
る
手

当
で
、
民
間
に
お
け
る
賞
与
に
当
り
ま
す
。
期
末
手
当
は
生
計
費
を
補
充
す
る
た
め

の
生
活
補
給
金
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。
勤
勉
手
当
は
、
勤
務
内
容
や
勤
務
実
態
に

応
じ
た
人
事
評
価
に
よ
り
支
給
割
合
の
増
減
が
あ
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

年
収
が
１
３
０
万
円
（
60
歳
未
満
の
場
合
）

以
上
に
な
る
と
、
配
偶
者
の
被
扶
養
者
か
ら
外
れ
、
健
康
保
険
と
国
民
年
金
の
保
険

料
負
担
が
発
生
す
る
こ
と
。 

 

３
月
議
会
予
算
特
別
委
員
会
が
３
月
13
日
か

ら
15
日
ま
で
開
か
れ
、
上
田
由
美
子
市
議
は

13
日
に
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。 

【
上
田
市
議
】
２
０
２
４
年
度
予
算
案
で
は
、
会
計
年
度
任
用
職
員
（
解

説
参
照
）
に
対
し
て
、
期
末
手
当
は
支
給
拡
大
、
勤
勉
手
当
は
新
た
に
支

給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
前
年
度
に
比
べ
て
増
額
と
な
っ
て
い
る
。 

期
末
手
当
（
解
説
参
照
）
は
、
対
象
に
な
る
職
員
が
増
え
た
こ
と
に
よ
る
と
の
こ

と
だ
が
、
新
た
に
対
象
と
な
っ
た
短
時
間
勤
務
職
員
つ
ま
り
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
人
の

一
週
間
の
勤
務
時
間
は
ど
れ
だ
け
か
。 

勤
勉
手
当
（
解
説
参
照
）
は
、
新
年
度
か
ら
、
会
計
年
度
任
用
職
員
に
対
し
て
支

給
に
な
る
が
、
支
給
を
受
け
る
職
員
の
一
週
間
の
勤
務
時
間
は
ど
れ
だ
け
か
。 

【
総
務
部
次
長
】
期
末
手
当
を
新
た
に
支
給
す
る
会
計
年
度
任
用
職
員
の
１
週
間

の
勤
務
時
間
は
、
15
・
５
時
間
以
上
30
時
間
未
満
で
あ
り
、
勤
勉
手
当
は
１
週
間

に
15
・
５
時
間
以
上
勤
務
の
会
計
年
度
任
用
職
員
に
対
し
て
支
給
す
る
。 

【
上
田
市
議
】
会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て
、
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
く
人
は
、
36

人
か
ら
４
人
減
り
32
人
に
な
り
、 

短
時
間
勤
務
職
員
は
、
２
５
５
人
か
ら
24
人

減
り
２
３
１
人
に
な
っ
て
い
る
。
フ
ル
タ
イ
ム
は
約
12
％
減
少
で
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム

は
10
％
減
少
で
あ
る
。
こ
の
理
由
は
何
か
。 

【
総
務
部
次
長
】
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
職
員
の
４
人
減
は
、
保
育
所
で
の
子
ど
も
人

数
の
減
少
に
よ
り
職
員
の
配
置
数
を
見
直
し
た
た
め
で
あ
り
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
勤
務

職
員
の
24
人
減
は
、
２
０
２
４
年
度
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
車
掌
業
務
を
外
部
に
委
託

す
る
こ
と
に
よ
る
14
人
減
が
含
ま
れ
て
い
る
。 

そ
れ
以
外
の
10
人
減
に
つ
い
て
は
、
期
末
手
当
・
勤
勉
手
当
支
給
対
象
拡
大
に
伴

い
、
い
わ
ゆ
る
社
会
保
険
の
扶
養
の
壁
（
解
説
参
照
）
を
気
に
せ
ず
長
く
勤
務
で
き

る
人
が
増
え
た
た
め
、
そ
の
業
務
量
に
見
合
っ
た
配
置
数
に
な
る
よ
う
見
直
し
た
こ

と
に
よ
る
。 

 

【
上
田
市
議
】
会
計
年
度
任
用
職
員
で
パ
ー
ト
タ
イ
ム
勤
務
10

人
減
に
か
か
わ
る
業
務
は
、
時
間
が
長
く
な
る
に
あ
た
っ
て
仕
事
の

内
容
も
変
わ
っ
て
く
る
。
責
任
の
度
合
い
が
高
ま
る
。
仕
事
に
や
り

が
い
を
感
じ
る
反
面
、
業
務
が
過
剰
に
な
ら
な
い
か
心
配
だ
。
無
理

の
な
い
業
務
移
行
の
た
め
の
対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。 

【
総
務
部
次
長
】
勤
勉
手
当
支
給
が
可
能
に
な
っ
た
た
め
、
会
計

年
度
任
用
職
員
の
業
務
量
が
増
え
、
責
任
が
大
き
く
な
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
秋
に
会
計
年
度
任
用
職
員
を
集
め

説
明
し
た
。
し
か
し
、
職
員
に
丸
投
げ
す
る
こ
と
な
く
、
業
務
に
つ

い
て
し
っ
か
り
フ
ォ
ロ
ー
体
制
を
取
っ
て
い
く
。 

  

【
上
田
市
議
】
勤
勉
手
当
に
は
人
事
評
価
が
反
映
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
だ
が
、
２
０
２
４
年
度
は
仕
事
の
範
囲
が
広
く
な
る
と
と
も

に
、
責
任
が
重
く
な
る
。
初
年
度
で
あ
る
た
め
、
人
事
評
価
は
反
映

で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。 

【
総
務
部
次
長
】
今
も
人
事
評
価
を
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
次

年
度
以
降
の
採
用
に
つ
い
て
で
あ
る
。 

勤
勉
手
当
を
支
給
す
る
割
合
の
増
減
に
つ
い
て
、
２
０
２
４
年
度

６
月
期
は
人
事
評
価
を
反
映
し
た
も
の
に
で
き
な
い
た
め
、
一
律
の

支
給
と
な
る
。
た
だ
し
、
12
月
期
は
ど
の
よ
う
な
人
事
評
価
を
行

う
か
は
他
市
町
村
の
状
況
を
見
な
が
ら
、
人
事
評
価
を
適
切
に
行
い

反
映
さ
せ
た
も
の
と
し
て
い
き
た
い
。 

  

【
上
田
市
議
】
会
計
年
度
任
用
職
員
の

給
料
は
、
生
活
で
き
る
金
額
を
目
指
し
、

そ
れ
以
外
の
職
員
（
正
規
職
員
）
給
料
に

近
づ
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
仕
事
に
慣
れ
た
方
が
続
け
る
こ
と
の
で

き
る
仕
組
み
が
必
要
だ
。
小
矢
部
市
の
事

業
を
滞
り
な
く
進
め
る
た
め
に
、
会
計
年

度
任
用
職
員
の
役
割
は
大
き
く
な
っ
て
い

る
。
能
力
を
十
分
発
揮
し
、
生
活
が
安
定

す
る
よ
う
今
後
も
勤
務
条
件
を
改
善
さ
せ

る
こ
と
が
大
切
だ
。 
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